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医薬保健学総合研究科保健学専攻
博士後期課程へようこそ

医薬保健学総合研究科保健学専攻

　　　専攻長　稲　垣　美智子

　医薬保健学総合研究科保健学専攻博士後期課程設置の目的は，看護科学，医療科学，リハビ

リテーション科学のそれぞれの学問の発達・体系化に寄与する研究を極めること，並びにそれ

ぞれが協力し，複雑化した保健医療の重要課題に多面的に取り組む教育研究を行い，保健学の

発展と人類の健康と福祉の向上に寄与する人材育成をすることです。

　博士後期課程では，博士前期課程で修得した研究的視点の持ち方，研究手法を基盤にして，

より自立した研究能力の修得と国際的にも活躍できる教育者，研究者および指導的な高度専門

医療人の育成を目指しています。また国際的な視野を持つこと，従来の学問分野にとらわれな

い新しい学問分野の創成などに果敢に取り組むために，医科学領域，自然科学研究科や人間社

会環境研究科と相互の連携を強め，学際的・総合的な研究の推進にも取り組んでいます。

　世界は，環境問題，健康格差など健康に関する課題は山積し改善は急務です。日本では，世

界に類をみない超高齢社会，少子社会を迎えてこの先も進行が予測されています。金沢大学は

これらの課題に応えるべく，２００５年 ４ 月には保健学専攻の部局化（大学院の講座化），そして

２００９年 ４ 月には，それまでの修士（前期）課程・博士（後期）課程を再編し，より一貫した「保健学

の教育と研究」ができるように取り組んできました。

　金沢大学は，「教育を重視した研究大学」が理念です。将来にわたって変動する社会情勢とそ

れに伴う人々の健康ニーズの発掘と，新しい知識と技術を創造する能力を身につけた研究者の

育成のために，私達教職員は一丸となり教育・研究指導にあたります。博士後期課程を希望さ

れる方は，すでに研究能力の基盤が整っているので，活発な討論能力をはじめとする研究者と

してのコミュニケーション力も習得することを期待します。また，「保健学」という比較的新し

い学問体系を構築し「保健学の拠点」づくりを，私たち教員および看護科学，医療科学，リハビ

リテーション科学のそれぞれの学問領域の人たちと共に努力してくださることを願います。
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保健学専攻博士後期課程設置の趣旨
　我が国においては，出生率の低下と高齢者人口の増加により，世界に類をみない速さで
少子高齢化社会が出現しつつある。人口構造の変化や現代の生活習慣の変貌は，疾病構造
を変化させ，生活習慣病（代謝症候群），癌，認知症や多臓器障害を持つ患者，重症患者の
増加をもたらした。このような超高齢化社会においては，疾病構造の変化に対応するのみ
ならず予防医学，健康増進科学，慢性疾病を持った患者の社会復帰，介護などの包括的な
保健医療福祉の理論の構築と実践および研究者・教育者の養成が重要な課題となっている。
　さらに近年の医学・医療の進歩は目覚ましく，遺伝子診断・治療，医用工学，臓器移
植や再生医療などの先端的な医療の開発が進められている。一方，国民の生命観，倫理
観の変化や保健医療に対するニーズの多様化がみられ，その再構築も重要な問題となっ
ている。すなわち，高度先端保健医療の開発とともに，生命の尊厳と保健医療に対する
倫理観と責任感に基づく全人的保健医療が求められている。また，種々の医療分野の専
門職が連携し，高度の医療技術を駆使したテーム医療の構築が必要となっている。この
ように，保健学領域において高度先端保健医療の開発能力と高度先端医療技術を有した
医療人，研究者・教育者の育成と，新たな人間観，倫理観に基づいた保健医療福祉の理
論の再構築が求められている。
　２１世紀を迎え保健医療福祉の高度先鋭化，総合化が求められている。特に予防医学，先
端的医療およびケアを中心とした看護科学の分野，診断・治療・予防の情報を提供する医
療科学の分野，慢性機能障害への対処や生活習慣の制御を中心とするリハビリテーション
科学の分野においては，高度な専門的知識・技術と課題探求能力を修得した全人的医療を
担える高度専門職業人の養成と，科学技術の進歩に見合った学際的でより高度な専門知識
を有し，新しい保健医療福祉の開発能力のある研究者の育成を緊急に行う必要がある。
　本専攻博士後期課程では，これらの社会の緊急の要請に応え看護科学，医療科学，リ
ハビリテーション科学における学問の体系化を行うとともに，国際的にも活躍できる教
育者・研究者および指導的な高度専門職業人の育成を目指すものである。また，より質
の高い保健学教育・研究の核となるとともに，医薬保健学総合研究科の他専攻，自然科
学研究科や人間社会環境研究科と相互の連携を強め，学際的，総合的な保健学研究の推
進を目指している。

保健学専攻博士後期課程設置の目的と理念
　保健学専攻博士後期課程は，看護科学，医療科学，リハビリテーション科学の基盤的
研究を究めるとともに，保健学の総合的研究および学際的研究を推進し，２１世紀の保健
学を先導する知の創成と新しい学問領域の形成を行う。これらを通じて豊かで幅広い学
識と高度な問題可決型思考能力を有する指導的高度専門職業人並びに高度な研究能力を
持つ国際的研究者・教育者を育成することにより保健学の発展と人類の健康と福祉の向
上に寄与することを基本理念とする。
　その具体的目標は，ア）保健学に関する豊かで幅広い学識と高度な研究能力を有する研
究者を育成する。イ）看護科学領域，医療科学領域，リハビリテーション科学領域が協力
し，複雑化した保健医療福祉の重要課題に柔軟かつ多面的に取り組む教育研究を行う。ウ）
従来の保健学分野や技術領域に属さない新しい分野および境界領域分野の重要課題に対
する教育研究を行い，先端保健医療福祉に関する情報の発信と共有化の担い手となる人
材を育成する。エ）環日本海域や国際社会に貢献できる教育・研究者を育成する。オ）保
健医療福祉の高度専門化の社会的ニーズに対応するため，課題解決能力，研究能力のあ
る指導的社会人の育成を行うことである。
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保健学専攻の学問領域

　本領域は臨床実践看護学講座と健康発達看護学講座からなり，高度な看護実践者・教育者・研究
者として看護学に貢献できる人材の育成を目指している。
　臨床実践看護学講座では，メタボリック症候群や疾患の慢性期あるいは終末期にある患者や家族への
看護技術の解明あるいは理論創出，教育・研究評価方法を含むプログラム開発，急性創傷や褥瘡などの
慢性創傷のある人々への看護技術，機器開発を目的とした研究を行う。また，高齢者や精神の健康問題を
有する人々とその家族への看護介入・転倒・骨折予防に関するプログラムやシステムの開発・リハビリテー
ション看護技術の開発・看護理論構築を目的とした研究を行う。またライフサイクルに沿った精神看護技
術の解明・開発，精神的危機状況に対応した自立支援プログラムやシステム開発を目的とした研究を行う。
　健康発達看護学講座では，女性ならびに母子の心身の健康支援，助産，周産期ケアの専門性やケ
アシステムの教育・研究をはじめ，親と子の生活習慣の形成・改善，母子関係や小児の生体リズム
環境問題，影響因子の査定と介入方法の開発，小児のQOLの改善に関する研究を行う。また，地域
で生活する人々へのヘルスプロモーション活動ならびに在宅療養者とその家族に対するケアとマネ
ジメント，ケアシステムの構築，職域で働く人々の健康や国際環境保健分野の研究を行う。

看護科学領域

　医学検査（臨床検査，放射線検査）情報，遺伝子診断・治療技術，高エネルギー量子治療技術の最
新で総合的な医療技術の研究と開発が，医学・医療の発展には不可欠である。医療科学領域ではこ
の新しい学問「医療科学」の技術体系を確立する。この教育・研究を通して医療科学の独創的な高度
医療専門職，この分野のリーダーとなる教育者，研究者を育成する。今日，医療技術の高度化，高
齢社会の到来，疾病構造の変化，地球規模の環境変化などの問題が山積し情勢も変化している。医
療はこのような情勢変化に迅速に対応しなければならない。総合的な知識や技術，判断力をもつ人
材が重要であり，総合的に「医療科学」を学んだものがその役割を果たす。
　博士後期課程では，医療技術者の視点で，先端技術の新たな理論の構築ならび医療応用の研究を
推進できる能力を培う。修了時に「医療科学」の研究論文を仕上げる。研究テーマは，放射線，RI，
磁気共鳴などの医療画像技術，治療技術，組織，細胞，生体分子を検査対象とする臨床検査技術，
遺伝子診断技術，分子生物学，医工学手法を融合した生体情報計測技術など多岐にわたる。産学官
共同研究プロジェクトにも積極的に取組み，最先端の量子科学，情報科学，分子生物学，遺伝子工学，
人間機械工学などの医療応用の研究を促進する。
　本領域博士後期課程の修了者が，国民の医療・健康・福祉のために，「医療科学」の学問体系をさ
らに発展させてくれると信じている。

医療科学領域

　近年，理学療法士や作業療法士の需要はますます増大している。その社会的ニーズに応え得る人
材育成のために，高度な知識，技術を持ち，指導的な役割を担う教育者，研究者及び専門技術者の
育成が急務となっている。リハビリテーション科学の分野は，直立姿勢や二足歩行等を土台とした
起居移動動作，および上肢動作などの背景となる四肢・体幹の運動機能や高次脳機能を対象として
研究するものであり，従来の生命維持のための臓器別医学とは意を異にする。リハビリテーション
科学では治療技術，評価方法の開発や研究に加え，他の臨床医学分野と同様に学問的基盤は基礎医
学的研究によって支えられていることから基礎的な研究も必要とする。
　本博士後期課程では，以上のような現状認識のもと，運動器の機能低下や高次脳機能低下等の評価・
分析，機能低下・損傷の成因と病態の解明，発生予防や治療法の開発，機能低下状態からの回復と自
立を可能にするための高度先端医療の応用方法の研究，および人間としての尊厳に満ちた生活を実現
させ生活の質の向上を図るためのリハビリテーション技術の開発に関する基礎的・先駆的な学術研究
を推進している。また，機能低下を伴った人がバリアフリーな生活を享受できるよう，リハビリテー
ション科学に基づいた福祉機器開発のための研究をし，新たなリハビリテーション科学の構築を試み
る。またこれらを通して本領域では，高度な専門職業人の育成や，優れた教育者，研究者を育成する
ことを目的としている。本領域は，理学療法科学講座，作業療法科学講座の ２大講座からなる。

リハビリテーション科学領域
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保健学専攻博士後期課程の構成

医 薬 保 健 学
総 合 研 究 科
保 健 学 専 攻
博士後期課程

看護科学領域

医療科学領域

臨 床 実 践
看護学講座

健 康 発 達
看護学講座　

量 子 医 療
技術学講座

病態検査学
講 座

理 学 療 法
科 学 講 座

作 業 療 法
科 学 講 座

教育研究分野 教　育　研　究　分　野　の　概　要

慢性・創傷看護
技 術 学

慢性看護技術学において生活習慣病や疾患の慢性期あるいは終末期にある患者や家族への看護技術の解明あるいは理論創出，教
育・研究評価方法を含むプログラム開発を目的とした研究を行う。創傷看護技術学では急性創傷や褥瘡などの慢性創傷のある人々
への看護技術，機器開発を目的とした研究を行う。

老年リハビリテー
ション・精神看護学

高齢者および精神の健康問題を有する人々とその家族への看護技術および転倒予防プログラム開発，リスクマネジメントの解明，
理論創出を目的とした研究をはじめ，ライフサイクルに沿ったメンタルヘルスに関する精神看護技術の解明および開発，精神的
危機状況に対応した，自立支援プログラムやシステム開発を目的とした研究を行う。

女性・小児環境
発 達 学

女性（助産）分野はマタニティ・ステージを主とする実践ケアの評価と EBN の探求，ケアモデル，母乳育児支援の開発，教育
評価などの研究をはじめ，小児分野では子どもの健全な成長発達の保障を目的に，母子をとりまく環境の改善や介入方法につい
て教育・研究を行う。

公衆衛生・在宅
看 護 学

公衆衛生・在宅看護学分野では，公衆衛生看護，在宅看護，産業保健，環境保健および国際保健健康課題の特定や分析，活動評
価の研究を行い，実践を支援する理論と方法の開発について教育・研究を行う。

機能画像解析学
放射線，RI，磁気共鳴，超音波を利用する生体情報の収集・計測・処理技術を研究し，新検査方法やシステムを開発する。後期
課程では新技術を「ヒト」への応用について教育・研究する。代謝機能画像診断，内用技術開発，新機能画像システム開発，放
射線，RI，磁気共鳴・超音波など新技術の取得方法，臨床応用できる新機能検査方法・生体情報計測技術の開発を目指して研究
する。

量子診療技術学
放射線，RI，磁気共鳴，超音波などの最新機器・検査技術および臨床応用の研究を行う。後期課程では CT，MRI，PET，
SPECT による解剖・画像技術と臨床応用研究，先端的放射線治療での生物学的効果線量の解析，腫瘍細胞死の解明研究，放射
線治療・IVR の被ばく低減最適化技術・安全技術，その臨床応用ついて教育・研究する。

分子生物検査学
ゲノム情報，シグナル伝達などの分子的背景から検査，診断，治療への応用にわたる統合的な研究を行う。疾病の分子機序の解
明に向けた基盤研究を行い革新的な臨床検査法に結びつける。微生物の病原性，神経系の形成・再生，脂質異常症等の分子基盤
を明らかにし，バイオインフォマティクスを用いて各種疾患の早期診断と治療に貢献する検査法を開発研究する。また，運動機
能・感覚機能の計測・監視装置，無侵襲的生体計測装置・光学装置の開発などを教育・研究する。

腫 瘍 検 査 学
腫瘍の細胞診断及び細胞生物学的検査法の開発，腫瘍の治療に対する感受性に関する分子生物学的，細胞生物学的研究，腫瘍に
対する生体防御反応の解明に関する研究を行う。免疫異常や移植免疫不全状態におけるウイルス感染症の早期発見，治療評価の
指標となる検査法を開発する。

障 害 解 析 学
関節拘縮における関節構成体（関節包，滑膜，関節軟骨，関節円板等）の病態を，病理組織学的手法で明らかにし，これに対す
る様々なリハビリテーション治療の効果 / 妥当性を検討する。神経機能低下に対して介入した場合の細胞から個体レベルにおけ
る応答について追求する。立位および座位姿勢の知覚の様相と感覚情報との関係から中枢神経系機能低下による姿勢調節異常の
評価法及び運動療法に関する研究を行う。廃用性筋萎縮の予防および治療に関する理学療法効果を基礎的に検討する。

機能・能力回復学
身体的・精神的機能面から生活での活動能力を分析し，障害された状況を克服する能力，技能獲得のリハビリテーション技術を
示し，その効果を解析，実証する。また脳損傷者や高齢者にみられる高次脳機能障害や嚥下障害を含むさまざまな障害に対して
認知的機能面から解析し，生活能力を高め在宅生活を送ることを目的としたリハビリテーションプログラムやアプローチ法を開
発する。

リハビリテーション
科 学 領 域
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教育研究分野 教　育　研　究　分　野　の　概　要

慢性・創傷看護
技 術 学

慢性看護技術学において生活習慣病や疾患の慢性期あるいは終末期にある患者や家族への看護技術の解明あるいは理論創出，教
育・研究評価方法を含むプログラム開発を目的とした研究を行う。創傷看護技術学では急性創傷や褥瘡などの慢性創傷のある人々
への看護技術，機器開発を目的とした研究を行う。

老年リハビリテー
ション・精神看護学

高齢者および精神の健康問題を有する人々とその家族への看護技術および転倒予防プログラム開発，リスクマネジメントの解明，
理論創出を目的とした研究をはじめ，ライフサイクルに沿ったメンタルヘルスに関する精神看護技術の解明および開発，精神的
危機状況に対応した，自立支援プログラムやシステム開発を目的とした研究を行う。

女性・小児環境
発 達 学

女性（助産）分野はマタニティ・ステージを主とする実践ケアの評価と EBN の探求，ケアモデル，母乳育児支援の開発，教育
評価などの研究をはじめ，小児分野では子どもの健全な成長発達の保障を目的に，母子をとりまく環境の改善や介入方法につい
て教育・研究を行う。

公衆衛生・在宅
看 護 学

公衆衛生・在宅看護学分野では，公衆衛生看護，在宅看護，産業保健，環境保健および国際保健健康課題の特定や分析，活動評
価の研究を行い，実践を支援する理論と方法の開発について教育・研究を行う。

機能画像解析学
放射線，RI，磁気共鳴，超音波を利用する生体情報の収集・計測・処理技術を研究し，新検査方法やシステムを開発する。後期
課程では新技術を「ヒト」への応用について教育・研究する。代謝機能画像診断，内用技術開発，新機能画像システム開発，放
射線，RI，磁気共鳴・超音波など新技術の取得方法，臨床応用できる新機能検査方法・生体情報計測技術の開発を目指して研究
する。

量子診療技術学
放射線，RI，磁気共鳴，超音波などの最新機器・検査技術および臨床応用の研究を行う。後期課程では CT，MRI，PET，
SPECT による解剖・画像技術と臨床応用研究，先端的放射線治療での生物学的効果線量の解析，腫瘍細胞死の解明研究，放射
線治療・IVR の被ばく低減最適化技術・安全技術，その臨床応用ついて教育・研究する。

分子生物検査学
ゲノム情報，シグナル伝達などの分子的背景から検査，診断，治療への応用にわたる統合的な研究を行う。疾病の分子機序の解
明に向けた基盤研究を行い革新的な臨床検査法に結びつける。微生物の病原性，神経系の形成・再生，脂質異常症等の分子基盤
を明らかにし，バイオインフォマティクスを用いて各種疾患の早期診断と治療に貢献する検査法を開発研究する。また，運動機
能・感覚機能の計測・監視装置，無侵襲的生体計測装置・光学装置の開発などを教育・研究する。

腫 瘍 検 査 学
腫瘍の細胞診断及び細胞生物学的検査法の開発，腫瘍の治療に対する感受性に関する分子生物学的，細胞生物学的研究，腫瘍に
対する生体防御反応の解明に関する研究を行う。免疫異常や移植免疫不全状態におけるウイルス感染症の早期発見，治療評価の
指標となる検査法を開発する。

障 害 解 析 学
関節拘縮における関節構成体（関節包，滑膜，関節軟骨，関節円板等）の病態を，病理組織学的手法で明らかにし，これに対す
る様々なリハビリテーション治療の効果 / 妥当性を検討する。神経機能低下に対して介入した場合の細胞から個体レベルにおけ
る応答について追求する。立位および座位姿勢の知覚の様相と感覚情報との関係から中枢神経系機能低下による姿勢調節異常の
評価法及び運動療法に関する研究を行う。廃用性筋萎縮の予防および治療に関する理学療法効果を基礎的に検討する。

機能・能力回復学
身体的・精神的機能面から生活での活動能力を分析し，障害された状況を克服する能力，技能獲得のリハビリテーション技術を
示し，その効果を解析，実証する。また脳損傷者や高齢者にみられる高次脳機能障害や嚥下障害を含むさまざまな障害に対して
認知的機能面から解析し，生活能力を高め在宅生活を送ることを目的としたリハビリテーションプログラムやアプローチ法を開
発する。
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医薬保健学総合研究科保健学専攻博士後期課程研究指導教員
（各教員の連絡先は保健学専攻Webサイト（http://mhs3.mp.kanazawa-u.ac.jp/）の〔大学院について〕→教員紹介（大学院）を参照してください。）

領域 大講座 教育研究分野 研　究　テ　ー　マ 指 導 教 員

看

　護

　科

　学

　領

　域

臨
床
実
践
看
護
学

慢 性・ 創 傷
看 護 技 術 学

糖尿病を中心とした慢性疾患患者および家族へのケア理論
およびアセスメント，教育方法，システム開発のための研究

　　稲垣美智子※※

老化，日常生活行動，治療・疾病に起因した皮膚の脆弱性（skin 
frailty）に関する看護理工学的手法を用いた病態解明に関する
研究，看護理工学的手法を用いたアドバンストスキンケアの
開発とその実証研究

須釜　淳子

皮膚創傷の治癒にかかわる研究で，主に動物創傷モデルを用
いる光学顕微鏡，電子顕微鏡による細胞組織学的基礎研究 中谷　壽男

創傷ケア（創傷アセスメント，発生予防と治癒促進の看護
技術，リスクアセスメント）に関する研究，創傷を中心とし
た侵襲を及ぼす病態に関する侵襲低減の看護技術の研究

大桑麻由美

老 年 リ ハ ビ リ テ ー
ション・精神看護学

高齢者およびリハビリテーション期にある患者の対象理解，
看護現象の分析，ケア開発に関する研究，ならびに転倒予防
ケア提供者への教育技法開発に関する研究

加藤真由美

看護師をはじめとする働く人々のストレスとメンタルヘルス
（バーンアウト），精神に障がいを持つ人々のリハビリテーショ
ン（全人間的復権）とリカバリーに関する諸研究

　北岡　和代※　

健
康
発
達
看
護
学

女 性・ 小 児
環 境 発 達 学

出産後の母子を対象とした健康支援や育児支援に関する
研究
新生児およびハイリスク児の成長発達支援に関する基礎的
研究

田淵　紀子

婦人科系疾患の病態解明に関する研究 毎田　佳子

公衆衛生・在宅
看 護 学

働く人々の健康とその阻害要因に関する研究および国際環境
保健分野における研究

　城戸　照彦※　

地域で生活している療養者・慢性疾患患者・高齢者の健康
の改善，介護家族の介護負担の軽減や災害支援，地域ケア
システムの構築に関する研究

塚崎　恵子

コミュニティ・集団を対象とした地域保健活動・ケアシステ
ムの構築に関する研究
虐待，災害に関する保健活動，介護予防，グループ支援に関
する研究

表　志津子

※平成３1年 ３ 月で退職予定
※※平成３2年 ３ 月で退職予定
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医薬保健学総合研究科保健学専攻博士後期課程研究指導教員

領域 大講座 教育研究分野 研　究　テ　ー　マ 指 導 教 員

医

　
　療

　
　科

　
　学

　
　領

　
　域

量

子

医

療

技

術

学

機能画像解析学

生体機能分子に親和性を有する放射性診断薬及び内用治療
薬の開発 川井　惠一

MRIを中心とした非侵襲的生体機能イメージング法および解
析法の研究 宮地　利明

デジタルラジオグラフィ・CT・ディスプレイにおける新技術
開発と画質評価技術に関する研究 市川　勝弘

量子診療技術学

SPECT ，PETなどのイメージング法の開発および画像構築・
解析法に関する研究 小野口昌久

マンモグラフィ，超音波，MRIなどの乳腺臨床画像技術およ
びその臨床応用に関する研究 川島　博子

画像技術を用いた臓器血流動態・機能イメージ解析とその応
用に関する研究 小林　　聡

放射線治療における画像を用いた患者体内線量の解析およ
び評価に関する研究 武村　哲浩

各種放射線検査の被ばく線量解析および多角的線量最適化
手法の構築

　　　松原　孝祐※※※

病

　態

　検

　査

　学

分子生物検査学

HDL（高比重リポ蛋白）の抗動脈硬化機能粒子の同定と定量
に関する研究 稲津　明広

感染症を発症させる病原体の病原因子に関する分子生物学
的研究 岡本　成史

電磁場と生物細胞・組織との相互作用に関する理論的研究と
それを基礎とした新規な構造解析法・細胞操作法の開発

　　　関根　克尚※※※

硬骨魚類のウロコを骨モデルとした骨代謝に関する研究 　　北村敬一郎※※

腫 瘍 検 査 学

遺伝子発現プロファイル・ゲノミクスを用いた癌，糖尿病，
動脈硬化を含む生活習慣病の新しい診断法の確立及びウイ
ルス性肝炎・肝癌の病態と治療法の開発

本多　政夫

遺伝子調節機構の逸脱に関する検査法の開発 櫻井　　博

血栓性および出血性疾患の病態解析，診断法に関する研究 森下英理子

※平成３1年 ３ 月で退職予定
※※平成３2年 ３ 月で退職予定

※※※主任指導教員にはなれません
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領域 大講座 教育研究分野 研　究　テ　ー　マ 指 導 教 員

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
領
域

理
学
療
法
科
学

障 害 解 析 学

運動器の正常及び病的状態を組織学的，病理学的に検討し，
種々の運動器疾患の病態を解明する。 細　　正博

神経機能障害に対する細胞から個体レベルにおける応答に
関する研究 中川　敬夫

中枢神経系の機能低下による姿勢調節異常の評価法及び運
動療法に関する研究，および立位や座位での身体位置の知
覚に関する研究

淺井　　仁

骨格筋の廃用性萎縮に対する理学療法介入の効果に関する
研究 山崎　俊明

作
業
療
法
科
学

機能・能力回復学

運動などが呼吸循環代謝系に及ぼす影響とその評価・解析
法，運動処方，運動療法に関する研究 染矢富士子

記憶および学習のメカニズムの解明とリハビリテーション医
学への応用 少作　隆子

医療福祉分野における作業，活動の生体力学解析および人
間工学的プロセスの研究 柴田　克之

上肢・手のリハビリテーションと日常生活活動に関する研究 西村　誠次

医薬保健学総合研究科保健学専攻博士後期課程研究指導教員
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授業科目・単位数（２０１7年度）

領域 大講座 教育研究分野 授　業　科　目　名 単位数

大学院ＧＳ科目 研 究 者 と し て 自 立 す る た め に 1

看

　
　
　護

　
　
　科

　
　
　学

　
　
　領

　
　
　域

臨

　床

　実

　践

　看

　護

　学

慢 性 ・ 創 傷
看 護 技 術 学

慢 性・ 創 傷 看 護 技 術 学 特 講 2

慢 性・ 創 傷 看 護 技 術 学 特 講 演 習 2

慢 性・ 創 傷 看 護 技 術 学 特 別 研 究 6

老 年 リ ハ ビ リ テ ー
ション・精神看護学

老年リハビリテーション・精神看護学特講 2

老年リハビリテーション・精神看護学特講演習 2

老年リハビリテーション・精神看護学特別研究 6

健

　康

　発

　達

　看

　護

　学

女 性 ・ 小 児
環 境 発 達 学

女 性・ 小 児 環 境 発 達 学 特 講 2

女 性・ 小 児 環 境 発 達 学 特 講 演 習 2

女 性・ 小 児 環 境 発 達 学 特 別 研 究 6

公 衆 衛 生・ 在 宅
看 護 学

公 衆 衛 生・ 在 宅 看 護 学 特 講 2

公 衆 衛 生・ 在 宅 看 護 学 特 講 演 習 2

公 衆 衛 生・ 在 宅 看 護 学 特 別 研 究 6

医
療
科
学
領
域

量
子
医
療
技
術
学

機 能 画 像 解 析 学

機 能 画 像 解 析 学 特 講 2

機 能 画 像 解 析 学 特 講 演 習 2

機 能 画 像 解 析 学 特 別 研 究 6

量 子 診 療 技 術 学
量 子 診 療 技 術 学 特 講 2

量 子 診 療 技 術 学 特 講 演 習 2
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領域 大講座 教育研究分野 授　業　科　目　名 単位数

医

　療

　科

　学

　領

　域

量
子
医
療
技
術
学

量 子 診 療 技 術 学

放 射 線 治 療 物 理 臨 床 技 術 学 特 講 2

臨 地 専 門 マ ネ ー ジ メ ン ト 演 習 2

量 子 診 療 技 術 学 特 別 研 究 6

病
態
検
査
学

分 子 生 物 検 査 学

分 子 生 物 検 査 学 特 講 2

分 子 生 物 検 査 学 特 講 演 習 2

分 子 生 物 検 査 学 特 別 研 究 6

腫　瘍　検　査　学

腫 瘍 検 査 学 特 講 2

腫 瘍 検 査 学 特 講 演 習 2

腫 瘍 検 査 学 特 別 研 究 6

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
領
域

理
学
療
法
科
学

障 害 解 析 学

障 害 評 価 学 特 講 2

障 害 評 価 学 特 講 演 習 2

機 能 回 復 学 特 講 2

機 能 回 復 学 特 講 演 習 2

障 害 解 析 学 特 別 研 究 6

作
業
療
法
科
学

機 能・ 能 力 回 復 学

生 理 機 能 解 析 学 特 講 2

生 理 機 能 解 析 学 特 講 演 習 2

作 業 能 力 回 復 学 特 講 2

作 業 能 力 回 復 学 特 講 演 習 2

機 能・ 能 力 回 復 学 特 別 研 究 6

授業科目・単位数
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大学院設置基準１４条に基づく教育方法の特例による教育について

　社会人学生に対して，大学院での学修を容易とするために「大学院設置基準1４条に基づく教育

方法の特例制度」があります。

1 ．医薬保健学総合研究科保健学専攻は1４条特例適用者に対しては，6 限目，７ 限目の時間帯で

講義を行っています。

　　　　　　 6 限目　1８時1０分から1９時４０分

　　　　　　 ７ 限目　1９時５０分から21時2０分

2 ．授業科目によっては集中講義も行われます。

３ ．1４条特例適用者は，上記の授業形態で行われる講義に出席できます。

４ ．1４条特例適用者で，上記以外の授業形態を希望する場合は，指導教員に相談してください。

ただし，希望どおりの授業形態とならない場合もあります。この場合は，修業期間は ３ 年以

上を要することがあります。

長期履修制度について

　医薬保健学総合研究科保健学専攻は，職業を有している等の事情により，標準の修業年限で

修了することが困難な学生を対象に，修業年限を超えて計画的に教育課程を履修し修了するこ

とにより学位を取得することができる「長期履修制度」を導入しています。

　詳しくは，指導（予定）教員又は保健学務係（TEL０７6－26５－2５1５）にお問い合わせください。



12

金沢市内 /キャンパスマップ

東兼六
キャンパス

旧・広坂キャンパス

泉学寮

白梅寮

平和町キャンパス

金沢城
公園

浅野川

金沢

広坂

市役所
兼六園

犀川

金沢駅前

本町

兼六園下

桜町
鈴見台1丁目

若谷

旭町

角間新町

金沢大学若松
小立野

寺町

泉1丁目
金沢大学中央

小立野三

金大附属学校自衛隊前

野
町
駅 広

小
路

石
引
広
見

橋
場
町

六
枚
町

田
井
町

若
松
西

N

香林坊

サテライト・プラザサテライト・プラザサテライト・プラザサテライト・プラザ

武蔵ヶ辻武蔵ヶ辻武蔵ヶ辻武蔵ヶ辻

自然研前

 角間キャンパス
かくま

つるま

宝町・鶴間キャンパス

医薬保健学総合研究科保健学専攻

鶴間地区

交通アクセス（北陸鉄道バス）
�

◯	金沢駅兼六園口（東口）7番乗り場発（橋場町・兼六園下経由）
 11金沢学院大学・金沢学院高校・東部車庫行き　12北陸大学（薬学部・太陽が丘）・湯涌温泉行き
 16上辰巳・駒帰行きのいずれかに乗車
 ⇒約2０分乗車後，小立野（こだつの）又は石引広見バス停下車，徒歩（約 ５ 分）

◯	金沢駅兼六園口（東口）６番乗り場発（香林坊・兼六園下経由）
 1３医王山・湯谷原行き　1４田上住宅行きのいずれかに乗車
 ⇒約2０分乗車後，小立野（こだつの）バス停下車，徒歩（約 ５ 分）

◯	金沢駅金沢港口（西口）５番乗り場発（香林坊経由）
 1０金沢学院大学・金沢学院高校・東部車庫行きのいずれかに乗車
 ⇒約2０分乗車後，小立野（こだつの）バス停下車，徒歩（約 ５ 分）

金沢大学大学院医薬保健学総合研究科保健学専攻

〒９2０-０９４2　金沢市小立野 ５ 丁目11番８０号
TEL.０７6-26５-2５００（大代表）

http://mhs３.mp.kanazawa-u.ac.jp/
E-mail:webmaster@mhs.mp.kanazawa-u.ac.jp





金沢大学大学院

医薬保健学総合研究科保健学専攻（博士後期課程）




